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は じめ に

本校第2号 研究集録 に述べた韓国服が立体構成である

か、平面構成であるかという疑問点にっ き今回入手 した

資料を次の方法で研究 した。

1韓 国服の歴史的考察

2韓 国服の構成技法
ツルマキ チヨゴリ パチ

韓国服の資料は男物周衣 女物周衣 男物儒 男物袴

女物袴 であるがこれ等を資料及び文献にもとづき調べ

たことをここに報告する。

男物韓国服を着用 した写真を手に入れることができず

目的が異なるため人物がはっきりしないが、「韓国美術五

千年展」の中より写 し取 ったもので不明瞭であるが参考

にした。

1韓 国服の歴史的考察

周衣にっいては高句麗時代以来用いられ、中国の抱に

似ているが上流階級だけでなく一般庶民階級にまで普及

していた。

高句麗時代の壁画(本 校第2号 研究集録写真古墳壁画)

にみ られる周衣はその上から帯をっける風習があったが

高麗朝の中期以後即ち12世紀頃(日 本の鎌倉時代の中期)

からは帯は用いず前開きで平紐でとめるようになり現在
エ ン

に至っている。又撰 と称する領 襟 袖口 裾に縁どり

がっけられているが、これは儒にもみられるもので韓国

服の特徴の一つである。

元来防寒の目的から発生 したものであるが後代には季

節に関係なく用いられ、単 袷 綿入れがある。使用 し

た布は綿 麻 絹 毛であるが、特に中国より織物の技

術が導入 され、高句麗時代では綾 羅 紗 紬 錦 など
チヨ マ

が高級絹織物として製作 され使用 した。綜麻 を材料とし
カウゾ クズ ヌノ

た麻布、楮などの樹皮を材料とした葛布があるが共に上

流階級、庶民階級を問わず最も広く普及した織物である。

これ等の布で夫々その季節、目的により異 なるが儀礼

用 盛装用 防寒用として使用 した。

形については日本の和服でいえば筒袖の雨ゴー ト、国

際服の洋服でいえばオーバーコー トにあたるものでいつ

れも膝下 までの丈である。袖 については上流階級では寛

袖(広 袖)が 多く、庶民階及では窄袖(狭 袖)が 多い。

男物儒 にっいては本校第2号 研究集録の女物儒 と異る

る部分を説明すると男物儒の袖下のふくらみはなく直線

状の筒袖である。身丈は女物より長 く、腰上位である。
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他の部分には変化がない。使用した布は綿 麻 絹 で

ある。 一.
バチ

袴についてはズボン状の下衣で日本の平安時代束帯着

用の際使用 した表袴の下にはく下袴で夷る大口誇にあた

り、袴の発生は一般乗馬生活の必要から騎馬民族の間に

使用されていたズボン状の下衣である。この袴は男性が

使用していたと考えられているが、東アジアの北方系民

族は男女いつれも着用 した。 しかし女性はその上に裳を
ツ

着けたため外部から見 えなかっただけである。

袴の上部は腰上にた くしあげて帯で結び、男性は左右

の足首 をタニム(単 裡 紐の一種)で 結 える。女物は男

物 よりも丈が短 かく裾 口をせまく丸みをもたせ恰好よく
タンソッ コツ ソクチマ

し、あくまでも単襯衣又は内裳の下着として用いている

がやはり防寒の目的で使用 している。布は男物儒 と同じ

布を使用する即ち表衣 となるのである。女物袴は下着と

して使用するため自ら薄地で肌 ざわりのよい暖いものを

使用す る。

2韓 国服の構成技法

(1)男物周衣 単

、

各部名称

.仕立上り寸法

男物 ・女物周衣 仕立上 り寸法表

各部名称 男 物 女 物

袖 大 ・ 46cm 43cm

袖 口 24 15

袖 付▼ 26 24

身 丈 130 105

後 幅 28 26

前 幅 左24 左24

〃 右28 右28.3(裾)

25.5(妊 下 り)

桁 75
噛

69

衿 肩 明 109 9.5

'祇 下 り し
左22

　 左
18

右32 右23

祇 幅 左寺琵 左 十 、孚

右 雫逢 右 将64

衿 下 左95
・左85

.5
b
、

右86 右72.5

衿 幅 左7 左7

右5 右4.4後4.2

衿 丈 約90

●

約80

当 巾 裾16
、

裾17

掛 衿 丈
〆 、

約78 約681

掛 衿 幅 3 2
一

内 紐 丈 50 37

〃 〃 幅 3 付3先4

外 紐 丈 左130右95 左114右101

〃 〃 幅 6 左付5先7右 付4.5先6

掛 衿 幅 3cm 2・mレ

布見積 り方

身丈×2十 袖丈×4十 祇丈一総丈 巾
134㎝(縫 代含む)28㎝(縫 代含む)112cm(縫 代含む)492㎝76㎝

裁ち方

周衣 図3

男物周衣単裁ち方
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仕立上り寸法(男 物周衣仕立上 り寸法表参照)

布見積 り方,・',

表布 身丈×2十 袖丈×4十 征丈=総 丈
112㎝25㎝95㎝ 約420㎝

布巾90cm

裏布 身丈×2+袖 丈×4=総 丈
109㎝25㎝ 約320㎝

布 巾,90cm

裁 ち方 、

女物周衣袷 表布裁 ち方 ゐ

h-一 一一一一一一一一一一一一一 山 周

裏布裁 ち方 、 一

周衣袷 図1

布材質

絹 交織

標っけ

合成繊維 毛

周衣袷表標つけ

袋
布
内
ポ
ケ

ッ
ト

1
■

i

躍竃"± … 一マ
・熱てプ
_.」 璽___睡.

置

後 勢 頃

前 身 頃 且

一 一 〇●

巴6 表

∠一一一一πチ

ー」輩左 任
2.5

準4

はゆじ 　の

曜 、'・ ゴ 丸

疋右)衿 衷・撰2枚 〔左}

周衣袷 裏標っけ

/表 にあわして切る

㍍!一 … 一　 　 凋

;右 身頃_」
畳

一 一 一 一 ↑ 一 ゜ 一 一7一 一 一 一 一 一 一

蕊 n4
わ

「覗写

右 紐
101

_巨51

わ 周衣袷 図2

一128一

周衣袷 図3

縫 い方順序

(1)袖 口 合せ 毛抜 き合 せにす る。

(2)袖 下 を四 ツ縫 いす る。

(3)表 背縫 い 縫 い代割 う。

(4)表 袖 付縫 縫 い代割 る。

(5)表 前 後 ・左右の当付縫9縫 い代割 る。

(6)表 左右あ祇付縫 縫い代割 る。

(7)表 左右脇明 ぎ 左脇ポヶットロ。

残 りの部分縫い 縫い代割る。

(8)脇 ポケット付

(9)裏 背縫 縫い代割る。

⑩ 裏前後 左右の当付縫 縫い代割 る。

(11)裏 左右脇明き残 りの部分の脇縫 縫い代割る

(12)裾 合せ 図のように縫い 裏裾 を表裾 より

1.5cm控 える。裾断面図参照

衰布

・ 女欄 衣袷 裾断醐 ぬ

裏布端

。。諺 表布端 ミシ凋

一滋.布 裏 笏

表掃

周衣袷 図4
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裏裾 表裾
.周 衣袷 図5

(19み かえし奥 をパイピングする。

(1⑤ 左妊の衿下にみかえしをつける。みかえしは

表布より1cm控 える。

(17)裏 袖付縫 縫い代割 る。

(㈹ 裏脇明 き仕末

(勘 身頃表裏共に表衿付縫い 衿付の方法は儒と

同 じ要領。

⑳ 衿裏及びみかえし奥の仕末。

②1)外 紐縫及び紐付。

②2)内 紐縫及び紐付。

㈱ 掛衿付。儒と同じ要領。掛衿布は平織のベン

ルグ。白色使用。芯儒 と同 じ物使用。

(3)男 物儒 単

各部名称 女物儒と同じ

仕立上り寸法

男物儒(単)仕 立上 り寸法
'各 部 名 称

男 物

袖 丈 44cm

袖 口 24

袖 付 26

身 丈 60

後 幅 28

前 幅 左24右27

桁 71

衿 肩 明 10

妊 下 り 左25右30

祇 幅 左 寺 、8

右 寺3弓,

衿 下 左29.5右23.5

衿 丈 約87.5

衿 幅 左8右6.5

掛 衿 幅 3

掛 衿 丈 73

外 紐 幅 4

外 紐 丈 左56右45

内 紐 幅 2

内 紐 丈 40

儒 図1

布見積 り方

身丈×2+祇 丈十衿丈=総 丈 布巾76cm
64㎝39㎝88㎝ 約260㎝

(縫い代含む〉(縫 い代含む)(縫 い代含む)

裁 ち方

一129一

N工 工一ElectrOnic工 」ibrarySeエvice



OtemaeUnlverSlty

布材質

綿 麻 合成繊維

標つけ

橋 標つけ

わ
'ド 轟'

126
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袖

耳

韓国服の構成技法について

(⑩ 内紐縫及び紐付

(4)男 物袴 単

1置

ド鷹ツ'一 … 沼
1後 身 頃

3

285

"「

＼60ノ

轟

灘
。而 一 91

3

303
.5

る罰溜義贈

∠ わ
衿 醐

艮45♂ コ、

紐

需 図3

縫い方順序

{1)背 縫 縫い代は右身頃に折る,

(2)袖 付縫 縫い代は後に折る。

(3)袖 下縫 脇から続けて縫い 縫い代は後に折

る。

(4)袖 口の仕末 耳使用 した場合は出来上 り標に

折 りミシン縫い。裁 ち目使用した場合は三ツ折

りにしミシン縫いする。又はくける。

⑤ 柾付縫及び仕末 縫い代は祇に折る。

⑥ 衿下の仕末 三ツ折にし、 ミシン縫いする。

(7)衿 付縫 女物儒 と同 じ要領

(8)掛 衿付 女物儒 と同 じ要領 ・

(9)外 紐縫及び紐付 図参照

紐付位置

仕立上り寸法

男物袴 ・女物袴 仕立上り寸法

各 部 名 称 男 物 袴 女 物 内 袴

脇丈(身頃丈) 102 90

脇 幅 18
幽

腰囲152
ゆ

股 上 55 46

股 下 80 44

腰 帯 幅 15

腰 帯 丈 105 胴囲120

裾 口 幅 24 25

男物袴図2

布見積 り方

脇丈十大梢丈十腰帯大=総 丈 布巾90cm
106㎝117㎝55㎝ 約280㎝

(縫 い代含む)(縫 い代含む)(縫 い代含む)
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男物 袴

布材質

綿 麻

標つけ

合成繊維

1

腰帯上部三 ツ折縫い ミシン縫い

腰紐及び足首紐縫い(単 裡)タ ニム

三ッ折縫い ミシン縫い

(5)女 物袴 女物 内袴(
現 在)

女物袴衣 図1

男物袴 と同型で寸法を縮少すればよいが現在では

簡単に仕立てることができる。裳の残 り布で仕立

てる場合 もある。

現在の女物袴 を報告する。

仕立上 り寸法

男物袴 ・女 物袴 仕 立 上 り寸 法

「 腰 帯2枚

し

1

腰 紐

z

1

一「

-

rlI足 首紐 左ム1　 -r

わ

男物 袴 図4

縫い方順序

(1)左 身頃に前後大梢付縫 縫い代は身頃に折る

(2)前 後大梢と小裾を縫 う 裁ち方の図に○印が

あるその部分を縫い、縫い代割る。

(3)右 身頃に前後大裡 小楷付縫 縫い代身頃に

折る。

(4)股 下縫 左右続けて縫い 縫い代後に折る。

⑤ 裾口三ツ折縫い ミシン縫い。

(6)腰 帯付縫 身頃 大梢を縫 う。

男物袴図3を 参照(縫 い代切 り落す)

一131一

各 部 名 称 男 物 袴1 女 物 内 袴

脇丈(身 頃丈) 102 99

脇 幅
一

18 腰 囲152

股 上 55 46

股 下 80 44

腰 帯 幅 15

腰 帯 丈 105 胴 囲12{,

裾 口 幅 24 25
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布材質

綿 麻 絹 交織 合成繊維

標つけ
11
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韓国服の構成技法について

衣を使用 したと考えられる。これらの布は家庭において

手で織られていたこともその原因の一っ といえる。資料

が手に入 り次第研究を続ける予定である。

終 りに色々な点で御懇切な御助言御指導を賜わりまし
1

裾口

晒

女物 袴 図2

縫い方順序

(1)左 右の股下縫 縫い代割る。

(2)股 上前より後に続けて縫 う 縫い代割る

(3)裾 縫1cm巾 三ツ折にし、 ミシン縫いする。

(4)胴 囲り縫3cm巾 三ッ折にし、 ミシン縫いす

る。

⑤ 胴囲にゴム紐通す。

註 裳の残 り布で作る場合は裾口を細 く、その場

合裾 ロスリッ トする。明きは10cmで 丸くカット

する。

おわりに

韓国服が立体構成であるか、平面構成であるかという

点にっ き上記で述べた構成技法から平面構成の諸条件即

ち斜線、直線的裁縫 による製作 により平面的な衣服が構

成され又平面に畳むことが出来る故に韓国服は平面構成

である。今回の女物周衣袷にっいては和服の身八ツロに

あたる脇明きがあり、衣服の衛生面からいえば自然換気 魅

が行われている。表布はワインカラー、ベルベッ トの一

種、ファンネ、ベルベ ット(仏)又はレヨナント、交織、

絹がある。裏布は表布 と同系色のタフタを使用 している。

韓国服の最大の特色 として白衣が尊重されて駐ること

は東アジアのツングース系民族が古来より白衣を用いる

習慣があるが、李朝時術に信身分制度の規制により服色

の禁令があ り、庶民は黒、青色の二色に限られたしかし

喪服に限って白衣が許 され、庶民は服喪期間を延長 し専

ら白衣を愛用 した。又喪服には階級性 もなく、衣服の材

料は主に麻 葛であるためこれらの繊維は洗濯すること

に光沢を増 し白色の方が退色 しやすい黒、青色の衣服よ

りも見た目に感 じよく、質素な国民としては経済的な白

た。一大阪女子短期大学 末政清子教授 大手前女子短期

大学 西川安也教授に厚く御礼申し上げます。資料及び

縫製について御助言下さいました方に深 く感謝致 します。
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